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第第  ４４７７  代代    港港  区区  議議  会会  議議  ⾧⾧  

清清原原  かかずずゆゆきき    
区区政政レレポポーートト  

令和４年5月発行 

思いやりの心を政治の場に 

令和３年６月１８日に歴史と伝統がある、第４７代港区議会議長に就任いたしました。 

就任時の状況は、生命を脅かす新型コロナウイルスが猛威を奮い蔓延しておりました。 

この惨禍の中、医療従事者を始め、みなと保健所、並びに武井区長を筆頭に区役所の皆様が使命感を抱いて

昼夜をいとわず寝食を惜しんでご尽力いただいております。 

 区民の生活や事業者の活動は、新型コロナウイルスによる未曽 

有の甚大な影響を受け、青息吐息の状況です。 

私は、克服に向け精励恪勤、議長に就任以来、毎日登庁し行政 

に対し常に区民生活や事業経営の把握に努め、必要な支援を迅速 

に展開するように頼んでいます。 

今後も、皆様からお預かりした税金や保険料等が、有効に活用 

されているか、常に運用状況を注視することはもとより、区民に 

寄り添った、身近な行政となるよう真摯に取組んで参ります。 

 皆様からお寄せ頂いた、貴重な御意見を区政に反映するため、引き続き、忌憚のない御意見をお寄せ下さい

ますようお願い申し上げます。 

プロフィール 

経歴 ◆昭和34年7月2日白金生まれ・一男三女の父 

聖徳学園三田幼稚園 

区立三光小学校、区立朝日中学校、 

都立三田高校、 

昭和57年 日本大学理工学部卒業 

◆元東京都議会議員清原錬太郎秘書(20有余年)       

◆元港区立三光小学校PTA会長(3期3年) 

 

現在 ◆清原タレット工業所・清原マンション経営 

◆白金三光町会 副会長 

高輪工業会 理事 

白金地区防災協議会 会計監査   

青少年対策白金地区委員会 相談役(元監事） 

朝日中学校同窓会 幹事 

芝納税貯蓄組合連合会 副会長 

芝青色申告会 理事 

 

趣味 ◆野球(元三光シニア、元ファミリーズ)サッカー

(朝日中、三田高校サッカー部に所属)日曜大工 

区議会等での経歴 

 平成31年4月、4期目選出 

 

現在 ◆港区議会議長 

    総務常任委員会委員 

    行財政等対策特別委員会委員 

 

◆自民党港区総支部 副支部長 

 

経歴 ◆港区監査委員(議会選出) 

東京都後期高齢者医療広域連合議会 

議員（港区選出）等を歴任 

 

◆港区中小企業融資斡旋審査会、港区奨 

学資金運営協議会、港区消防団運営委 

員会、港区国民健康保険協議会委員等 

を歴任 

 

◆自民党港区総支部幹事長、総務会長、 

事務局長代理、会計を歴任 
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⑴羽田空港新飛行経路の運用は人口密度や人口流入等

も加味して、考慮して「騒音負担の平準化」について真剣に

議論を交わすべきだと思う。これらの事も国土交通省に申

し述べて頂きたいと思うが 

 答弁（区⾧） 国は新飛行経路の運用に伴い、羽田空港を離
着陸する航空機の騒音について、首都圏全体での平準化が
図られるとしています。区は現在、平準化について、地方
空港の更なる活用等、新ルートに限らず、羽田空港の飛行
経路に係る様々な運用を検討するよう、国に求めておりま
す。 

⑵コロナ禍で家計が急変した保護者への就学援助は 
答弁（教育長） 家計が

急変し、就学困難になった

家庭についても就学援助の

対象に加え４月以降に各家

庭へ申請を促す通知を２回

送付している。月に再度、

各家庭に周知する。 

【小学校の周年式典にて】   
 

⑶白金高輪駅に10年後、品川駅から路線の新設が提言

されている。その開通時期は 

 答弁（地域交通課長） 交通政策審議会は、平成28年4月に

国土交通省に対し、都心部品川地下鉄構想の新設を国際競

争力の強化に資する鉄道ネットワークのプロジェクトに位

置付けている。今後も動向に注視し、着工開通時期など情

報収集に努めて行く。 

⑷白金高輪駅利用者の利便性の確保、向上の為、満員

で乗車が出来ないという事態を招かぬように諸対策を

検討しておくことは極めて重要なことだ 

答弁（地域交通課長） 

令和 4 年度から南北線

は 6両編成から8両編

成への運行を三田線は

一部の編成を 6 両から

8 両編成への運行をし

て 

【武井区長と災害の見舞いに】 いる。聞いている。都 

及びメトロに対し、安全で安定的な輸送と快適に利用で 

きるよう申し伝えていく。 

◆令和 3年度 予算特別委員会 質問要旨 
⑸固定資産税・都市計画税について、コロナ禍の影響
で事業収入が減少した中小企業等の負担軽減措置の条
件を緩和して再実施しするよう要請すべき 
 答弁（企画課長） 軽減措置の継続や要件の緩和等に向けた

要望につきましては、コロナ禍における区内景況等を踏ま

え、適切に対応していく。 

⑹旧神応小学校は避難所として指定されているが日常
の管理について 

答弁（高輪支所副支所長） 地域の利用者並びに区民避 

難所として衛生面も安心が得られるよう施設管理してい

く。 

⑺避難所のトイレの清掃、また、衛生を保持するた 
めの対応策について 

答弁（防災課長） トイレの衛生秘書のための物品の充 

実に努めるとともに、マニュアルに記載のルール等の 

定着を図り、避難所の衛生環境の向上に努めていく。 

⑻区内中小企業の経営環境は依然として厳しく「資金
繰り・資金調達」の課題を抱えているさらなる支援を
すべきと考えるが 

答弁（産業振興課長） 現在、新型コロナウイルス感染症特

別融資あっせんについては、期間延長や、条件変更などの

対応の可否について、様々な影響を考慮し検討している。

今後も引き続き、区

内中小企業の皆さん

が、安定した経営を

継続していくために

必要とされる支援に

取り組んでいく。 

 

 

 

【2020オリ・パラお台場会場にて】 

⑼学校教育で SDGs の基本理念を学ばせるための指導
について 

答弁（教育指導担当課長） 教育委員会では、各園・各 

 学校に対してSDGsの17の項目について、総合的な 

 学習の時間を始めとして、教科横断的に今後も、区民 

  生活を支幅広く触れて学習できるよう指導し、SDGs 

  の教育のさらなる充実を図っていく。 

⑽イノベーションに興味を抱く児童や生徒が「学ぶ環

境」の整備について 
答弁（教育指導担当課長） 来年度も開催を予定してい 

 る「ＩＣＴ教育環境の在り方検討委員会」において、 

 ５Ｇの普及を見据えた通信環境の整備、拡張現実、い 

 わゆるＡＲや仮想現実、いわゆるＶＲの教材を活用し 

 た教育活動など、これまで議論されていないこれから 

 の技術革新を踏まえた教育委員会の考え方について 

 さらに議論を深め、こうした環境が整い次第、モデル 

 校における実証について検討していく。 
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